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　 シンガポール の Agency for Science, Technology 
and Research（A＊STAR）の Institute of Medical Biol-
ogy（IMB）の Reversade 博士らの国際研究チームは、





弛緩症患者 22 家系計 35 患者の遺伝子サンプルを分
析することによって行われた。
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